平成２７年度　中学校国語「検証問題」
（採点要領及び正答例）
１　出題の趣旨

· 複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くことができるかどうかを見る。

２　学習指導要領における領域

　○〔第２学年〕　Ｂ　書くこと

　　　　ウ　事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、描写を工夫したりして書くこと。

　○〔第２学年〕　Ｃ　読むこと

　　　　オ　多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て、自分の考えをまとめること。
３　解答について

　○〔正答の条件〕…次の条件を満たして解答している。

　　①二つの資料の内容を取り上げて書いている。

　　②図書室貸出冊数を増やす取組について、具体的に書いている。

　　　※〔正答例〕の下線部分のように、生徒が「どのような活動を行うか」が具体的であること。

　　③六十字以上、百字以内で書いている。

　○〔正答例〕

· １年生の貸出冊数が少ないので、朝読書で読みやすい短編小説をポスターなどで紹介することで貸出冊数を増やし、「登場人物の人生を追体験する」という活動の楽しさを味わってもらいたい。

· ３年生の利用者が減っているので、３年生だからこそ読むことができる夏目漱石や太宰治などの名作を調べ、その一覧表を図書室の壁に掲示することで、貸出冊数を増やしていきたい。
· 【Ａ】のグラフで１年生の貸出冊数が減っていることが分かります。だから、長崎にかかわりのある遠藤周作氏の作品コーナーを図書室につくって紹介し、貸出冊数を増やしたいと考えます。

△〔誤答例〕…※いずれも「具体的な記述」がない例です

・【Ａ】のグラフから、三年生の貸出冊数が減っていることが分かります。現在、「吾輩は猫である」などの有名な作品も読まれているようなので、三年生も読んだ方がよいと思います。

・本を読めば、「登場人物の人生を追体験する」ことの楽しさはよく分かると思います。【Ａ】では、九月に貸出冊数が減っているので、読書の楽しさをもっと知ってほしいと考えます。

・スマートフォンなどが流行して読書する機会が減っているので、【Ａ】のグラフのように貸出冊数が減っているのではないでしょうか。図書の貸出にとって重要な課題です。

４　評価について

· 「評価」は加点方式で行う。〔正答の条件〕をすべて踏まえていれば正答とする。
· 誤字・脱字、原稿用紙の使い方等についての誤りは、今後の指導に生かすこととし、評価対象としない。

